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Abstract Two complicated “Elfin” butterflies, Callophrys frivaldszkyi (Lederer, 1855) and C. 
ferrea (Butler, 1866) from the Far East are accepted as distinct species on the basis of the genital 
characters of both sexes, wing shape and maculation, following Johnson (1992) and Inomata 
(1994). Ahibergia korea Johnson | — kimi" D'Abrera, 1993 (MS name)], is synonymized with 
C. ferrea (Butler), which is considered to be a monotypic species with some degree of individual 
variation. Lectotype $= of Thecla frivaldszkyi (Lederer) is designated from a pair of syntypes 
kept in the collection of the Humboldt-Universitét Museum, Berlin. Ahlbergia frivaldszkyi 
aquilonaria Johnson, 1992 is considered a junior synonym of the nominotypical subspecies of 
frivaldszkyi. 


Key words Lycaenidae, Callophrys, Ahibergia, Callophrys frivaldszkyi, Callophrys ferrea, 
Callophrys korea, Japan, Korea. 


は じ め に 


ニセ コツ バ メ Callophrys frivaldszkyi (Lederer, 1855) と コツ バ メ Callophrys ferrea (Butler, 1866) は シ ジ 
ミチ ョ ツウ 科 に 属し , AA, 韓 半島 (朝鮮 半島 ) 及び ロシア の 東部 を 中 心 に 分 布 す る も の で , 両者 は 一 
見 非常 に 似 て いる . 今 ま で この 2 種 は 同種 と きれ た り (Leech, 1893; Seitz, 1909; 川副 ・ 若 林 , 1976), 
韓 半島 と 日 本 に 分 布 す も も の が C frivaldszkyi の 亜 種 ee で ある と 考え られ た り (Gillham, 1955; 
Kurentzov。 1970; Shin, 1989), ある い は 別種 と し て 扱わ れ た り (Elwes, 1899; 白水 , 1959, 1966 : D’ 
Abrera, 1993) な ど で , 分 類 学 的 に 混同 きれ て いる も の で ある . な お 現在 この 2 種 の 所 属 に つい て も 学 
者 に よっ て は , Callophrys 属 , Ahlbergia 属 ま た は Incisalia 属 な ど を 用 いて いる . 


近年 , Johnson (1992) は 旧 北 区 に お ける コツ バ メ 類 の 分 類 学 的 研究 で 韓 半島 産 や 中 国東 北部 産 を も と 

に 新種 , 4. korea と 新 亜 種 4. frivaldszkyi. aquilonaria を 発表 し て いる . し か し , Johnson (1992) の 分 
類 体系 に つい て は 現在 いく つか の 問題 が 提案 きれ て いる し ( 猪 又 , 1994), 筆者 ら も 彼 の 分 類 に つい て 
は 形態 学 的 及び 生態 学 的 観点 か ら 疑 問 を も っ て いる . 今回 は ニセ コツ バ メ と コツ バ メ の タイ プ 標 本 , 
ロシア , 韓 半島 及び 日 本 な ど 極 東 の 標本 の 斑紋 ・ 翔 形 や 交尾 器 の 形態 学 的 特徴 を 中 心 に 再 検討 を 行う 

と と も に , 生態 学 的 知見 を 加え た . 今回 の 研究 に 用 いた 公 的 機関 に 保存 きれ て いる 標本 の 保管 場所 は 
次 の 略称 で し めす . ZMBC (Zoologisches Museum, Humboldt University, Berlin); BMNH (Natural 
History Museum, London); UIB (Department of Biology, College of Natural Science, University of 
Inchon, Korea). 
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Callophrys frivaldszkyi の 分 類 に 関す る いま まで の 見 解 


買 頭 で 述べ た 通り , KEO frivaldszkyi と 日 本 の ferrea が 同種 か 別種 か と いう こと は 古く か ら 問 題 と 
な っ て いた . 属 名 に つい て は , Callophrys Billberg, 1820 が 用 いら れる とこ と が も っ と も 多い が , CO 
属 と し て 扱わ れる Ahlbergia Bryk, 1946 ©, Incisalia Scudder, 1872 を 用 いる 研究 者 も いる (ferrea を 模 
式 種 と する Satsuma Murray, 1874 は ホモ ニム の た め 使用 で きず , 置換 名 と し て 提出 され た Ahlbergia 
と Ginzia Okano, 1947 で は 前 者 が 優先 する ). Incisalia は アメ リカ 大 陸 だ け に 分 布 し , 裏面 の 色彩 が 日 
本 の コツ バ メ と 若干 似 て いる が , 交尾 器 の valva RCR E D Zo Tha 点 が 独特 な の で , 現在 
で は Callophrys 属 の 中 で も コツ バ メ と は 異な る 1 亜 属 と し て 取り 扱わ れる こと が 多い . 一 方 , Callo- 
phrys 属 の 模式 種 は ウラ ミド リコ ツバ メ (また は セイ ヨウ コツ バ メ ) rubi Linnaeus, 1758 T, Ahlbergia 
属 の 模式 種 は yeg で ある が , 両 種 は 超 の 地 色 の 違い こそ 顕著 で あっ て も 形態 的 に ほとん ど 差 異 が み 
られ ず , RICA PRB, 属 レ ベル に お いて 細部 に 至る まで 見 る べき 相違 点 が な いこ と が 指摘 され 
て いる (川副 ・ 若 林 , 1976) た め , 筆者 ら も ここ で は , 川副 ・ 若 林 (1976) の 処置 に 従い 。 ferrea と 
frivaldszkyi を Callophrys 属 と し て 扱う . 


Johnson (1992) は 最近 , 韓 半 島 に お ける コツ バ メ 類 の 分 類 に つい て 次 の よう な 見 解 を 発表 し , X ORI 
分 化 の 仕方 に つい て , きま ざま な 物議 を か も し て いる . その 論文 に よる と , 日 本 の コツ バ メ は , 日 本 
FEO ferrea T, 韓 半 島 に は 日 本 産 と は 異な る 2 つの 種 , つま り ニ セコ ツバ メ の 亜 種 か が valdszkyi 
aquilonaria と korea と いう 種 が 分 布 し て いる と いう の で ある . そし て , その korea は , 日 本 の コツ バ 
メ に 極め て 近似 し た も の で ある と いう . し か し , この korea に つい て , FM (1994) は , korea と fer- 
rea は , 種差 が 極め て 微妙 で ある た め , 両 種 は 同種 。 もしくは 同種 の 亜 種 関 係 に ある も の と 考え て さ 
し つか えな いと の 見 解 を 示し , 古く か ら 考 えら れ て きた よう に , コツ バ メ ferrea の 分 布 が 日 本 と 韓 半 
島 で ある と いう 見 解 を 結論 的 に は 支持 する 立場 を と っ て いる . Johnson (1992) に よる korea の 諸 特徴 
は , 日 本 の 東北 地方 や 北海 道産 の 7errea の 諸 特 徴 と 差 が 認め られ な い の で , 筆者 ら は korea が 独立 種 
で も ferrea の 亜 種 で も な く ferrea と 同一 種 で , ferrea の 中 に 亜 種 区 分 自体 認め が た いと 考え て いる 
(syn. n.). 


一 方 が valdszkyi に つい て , Johnson (1992) は サヤ ン ・ 中 国東 北部 か ら 新 亜 種 gguilonaria を 記載 し ( 模 
式 産地 は Manchuria 三 中 国東 北部 )) その 斑紋 的 特徴 は 他 産地 と 比べ て ツキ と も に 表面 の 青色 部 が “ よ 
り 明 る い に じ 色 ” (brighter iridescent blue) "C, 裏面 の 地 色 も や や や 明るく, 斑紋 の 焦げ 茶色 と 黒 の コン 
トラ スト が は っ きり し て いる こと な ど を 挙げ て いる . CML, これ ら の 特徴 は アル タイ 産 (Fig. 10) 
や サハ リン 産 の 個体 (Figs 13,14) に も 認め られ る し , 表面 の 青色 部 の 広がり に つい て は , コツ バ メ 類 
で は 一 般 に 同一 産地 内 で も 個体 差 が ある の で , 亜 種 と し て 区 別 す る 根拠 と は な り に くい (syn. n.). Joh- 
nson (1992) iX, サヤ ン 山 脈 南側 に ある エニ セイ 有川 沿い の 局 限 され た 地域 に wicaudata E v» 5 RA E 3& 
面 斑紋 に 白化 傾向 の 強い 別 亜 種 が 産 し サヤ ン , バイ カル 地域 に は , leei と いう 別 の 独立 種 ま で 分 布 
する と し て , 新種 と し て 記載 し て いる . し か し , kei の holotype の 写真 は , 筆者 ら に は frivaldszkyi と 
同種 に 見 を る. 筆者 ら は , frivaldszkyi の 亜 種 区 分 は , tricaudata Johnson, 1992 が 今後 の 研究 を 待つ 以 
外 に は , 亜 種 の 存在 自体 認め が た いと 考え て いる . Johnson (1992) の 分 類 は 全体 に あま り に 細分 化 さ 
れ す ぎ て お り , 個体 差 と 種差 の 見 極め の 点 で きま ざま な 問題 が ある と 思わ れる . 


Callophrys frivaldszkyi (Lederer, 1855) ニセ コツ バ メ 


Thecla frivaldszkyi Lederer, 1855, Verh. zool-bot. ver. Wien 5: 100, pl. 1, fig. 1. Type locality: Eastern 
Buchtarminsk in Altai. Lectotype = (here designated). 

Incisalia frivaldszkyi : Gillham, 1956, Psyche 64: 149. 

Satsuma frivaldszkyi : Kurentzov, 1970, Butterflies Far East USSR: 105, pl. 11, fig. 4. 

Callophrys frivaldszkyi : Shin, 1989, Coloured Butterflies Korea: pl. 56, figs 57b, 57c (part. nec Lederer, 
1855). 

Ahlbergia frivaldszkyi : Johnson, 1992, Neue ent. Nachr. 29 : 38, figs 24, 25,70; Lukhtanov & Lukhtanov, 
1994, Herbipoliana 3: 231; Korshunov & Gorbunov, 1995, Diurnal Butterflies Asian Part Russia : 
160. 

Ginzia frivaldszkyi : D’Abrera, 1993, Butterflies Holarct. Region 3: 437, figs. 

Ahlbergia frivaldszkyi aquilonaria Johnson, 1992, Neue ent. Nachr. 29: 43, figs 24D, 25D, 70C-E. Syn. n. 
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Fig.1. A map showing the distibution of forest in the Altai-Sayan area. 


Lectotype 指定 ニセ コツ バ メ C. frivaldszkyi (X, 19 世紀 半ば の 1855 年 どろ に ブタ ペスト の 標本 商 AL 
bert Kindermann (1810-1860) に よっ て アル タイ 山脈 北部 (Buchtarminsk の 東側 付近 の 山中 ) で 採集 き 
れ た 標本 を も と に Lederer が 記載 し た も の で , 1@ 1 キキ の オリ ジ ナ ル タ イ プ 標 本 (Figs 9, 10) が 旧東 べ 
ルリ ン ・ フ ン ボ ルト 大 学 付属 自然 史 博 物 館 に 保存 きれ て いる . その 標本 は , 採集 後 140 年 を 経て も 触 
d D 本 種 の lectotype 指定 は まだ 行わ れ て いな い の で , 

Z T Figs 10a-c に 示し た アル タイ ラベ ル の 付い て いる そ 〒 を Thecla frivaldszkyi の lectotype に 指定 し 
€. ラベ ル の デー タ は, “origin./Altai” で ある . 


形態 的 特徴 . ニセ コツ バ メ (frivaldszkyi) (Da 92533 (ferrea) と の 一 般 的 な 区 別 点 は , oct 
が 現れ な い (日 本 の ferrea は これ が 明瞭 に 現れ る ) こと と , 後 閉 の 肛 角 片 が 顕著 に 発達 し , 腹 方 へ ほ 
ぼ 円 形 に 肥大 する こと , 後 次 外縁 の 交 形 に 波 曲 が 目 立つ こと , 裏面 の 地 色 が 濃淡 の 少な い 一 様 な 灰 赤 
褐色 で ある こと , Bout a ferrea に 比べ て 広い こと な ど が 挙げ られ る (Elwes, 1899, 
JE X, 1994, W). @ 交尾 器 は ferrea と よく 似 て いる が , aedeagus 内 部 の 骨 片 (cornutus) 先端 部 が 
ferrea の それ より も 鋭く 和 失 る こと が 指摘 きれ て いる GEM, 1994. し か し , サハ リン 産 の frivaldszkyi 
で は , TORY) AMZ Klik CHAR CHV AAD BY, ferrea と の 明らか な 種差 は . むし ろ , どの 産地 
に お いて も 了 そ 交尾 器 に よく 見 出さ れる . Frivaldszkyi D $ ZÆ (X, lamella postvaginalis が 常に 明瞭 
な 2-3 段 の ヒダ 状 を 成 し , fera の それ が な め ら か か , ある い は 細か い 鍼 状 を 成す 程度 で ある の で , 
区 別 は 容易 で ある . 


被 検 標本 . 原 名 亜 種 の paralectotype 7, アル タイ 産 . (ZMBC) (Fig. 9). 原 名 亜 種 の lectotype =, 7 
WY 4 WE (ZMBC) (Fig. 10). アム ー ル 産 , 12 (Fig. 12). 韓国 産 , 1 2 (UIB) (Fig. 11). サハ リン 
HE, 2012 $ (Figs 13,14). 以上 松田 に よる 検査 標本 . 


分 布 . BERRO frivaldszkyi の 分 布 は , FEM (1994) の 地図 に も 詳し い が , frivaldszkyi の 種 群 全体 の 
分 布 を ここ で まとめ て みる と , アル タイ か ら , サヤ ン , バイ カル 地域 , アム ー ル 川沿 岸部 を 通っ て サ 
ハリ ン , 北 は カム チャ ッ カ 半島 , 南 は 韓 半島 . さら に 中 国 大 陸 に まで 及ぶ と 考え られ る . 
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中 国 に お ける frivaldszkyi の 分 布 に つい て , A (0994) は , アム ー ル 有川 に 近い 黒竜江 省 と 、 上 海 の 南 側 
に ある 河江 省 を 挙げ て いる . 楊 (1994) は 北京 市 産 に つい て , A. fera と し て いる が , これ は 斑紋 の 
特徴 か ら frvaldszkyi で あろ う . 中 国東 北部 (黒竜江 省 , 吉林 省 な ど ) と 韓 半島 に も 分 布 する Srivaldsz- 
kyi 23, 北京 以西 の 中 国 大 陸 内 で どの よう な 分 布 を し て いる の か 非常 に 興味 深く , これ は 今後 の 研究 
課題 と な ろう . 


生息 環境 ・ 食 草 ・ 生 態 . ロ シア で の frivaldszkyi の 生息 環境 は , Kurentzov (1970) に よる と , お も に 山 
岳 地 方 の 河川 に 沿っ た 森林 地域 で , アル タイ 山脈 や サヤ ン 山 脈 や バイ カル 地方 で の 本 種 の 分 布 は , そ 
れ ら の 地域 の 森林 の 分 布 (Fig. 1) と ほぼ 重なり あっ て いる よう に 思わ れる . 実際 アル タイ , サヤ ン で 
の frivaldszkyi の 分 布 が 遺存 的 で ある こと が し ば し ば 指摘 きれ て いる が , それ は 当地 域 で , 広葉 樹林 に 
ツツジ な ど が 混 生 する 森林 環境 を その も の の 分 布 が 局 地 的 な こと に も その 原因 が ある も の と 思わ れる 。. 


ロシア の アム ー ル 有川 中流 で の , frivaldszkyi の 幼虫 の 生息 環境 に つい て , 渡辺 康之 氏 か ら 次 の よう な ご 
教示 を いた だ いて いる の で , ここ に 紹介 きせ て 頂く . 「 ア ムー ル 河 中 流 に ある コム ソ モ リス ク ・ ナ ・ ア 
ムー レ か ら , K 60 km 西 に 位置 する ゴル ヌィ ィ Gornyi に お ける 観察 結果 . 199$ 年 7 月 7 日, 車 で 町 
より 約 20 分 ほど 山 に 入っ た 標高 600 m ぐち らち い の 地点 で . 記 valdszkyi の 幼虫 を 発見 し た . トド マツ や カ 
ラマ ツ , ゴ ヨ ウマ ツ な どの 針葉樹 に ドロ ヤナ ギ な どの ヤナ ギ 類 や カン パパ 類 等 の 広葉 樹 が 混じる 樹林 帯 
C, モン ゴリ ナラ は 見 られ な い . 林 床 に は イワ ノ ガ リア ス な どの イネ 科 草 本 ,. イソ ツツジ や コケ モモ 
が 群生 する . 林道 沿い の 少し 暗い 場所 や 伐採 後 の 二 次 林 の 林 縁 や 林 床 な ど に , マル バシ モツ ケ が た く 
さん 生え て いた . その 花穂 に は 無数 の ハナ カミ キリ 類 が 集まっ て お り , frivaldszkyi の 終 齢 幼 昌 は その 
花穂 の 上 に た いて い 単 独 で 静止 し て いた . か な り 老 熟し て いる 幼虫 も 見 らち られ, その うち の 1 頭 が 7 月 
12 Hic [E LU, 翌年 1996 年 3 月 8 日 に そ が 羽化 し た (渡辺 康之 氏 )」. 


本 種 の 食 草 に つい て は , Lukhtanov & Lukhtanov (1994) $5, シモ ツケ 属 Spiraea を 食す る こと を Kor- 
shunov (1985) の 記載 を 引用 する 形 で 発表 し て お り , さら に 渡辺 (1997) iX, マル バシ モツ ケ の 他 に ホ 
ザキ シモ ツケ と ヤマ ブ キ シ ョ ウマ の 1 種 か ら も す 4 表 幼 虫 を 確認 し た こと を 報告 し て いる . サハ リン 
に お いて は 1991 年 7 月, 油井 秀臣 氏 が 中 部 レア ニー ド ヴ ァ (ERB) Leonidovo (北緯 491S 付近 ) 
で 1 を 採集 し た の が 初 記録 で , 同 産 地 が 現在 の と ころ サハ リン で の 分 布 南限 で ある . 


朝日 純一 氏 か ら の ご 教示 に よる と , 本 種 は サハ リン 中 部 以 北 に か た よっ て 分 布 し , 5 月 下旬 か ら 6 月 
上 旬 が 発生 感 期 で . 同 所 的 に 産 す る ウラ ミド リコ ツバ メ C rubi と 同じ 発生 期 で ある が , 個体 数 は 
frivaldszkyi の 方 が 少な い . C. rubi は サハ リン 全土 に 広く 分 布 し , 南部 に も 多く の 産地 が ある が , và 
央 湿原 で は 常に 圧倒 的 に rubi の 方 が 個体 数 が 多い . 成虫 の 行動 時 間 は 特に 定まっ て は い ず , サハ リン 
時 間 で , 11: 30-19 : 00 頃 ま で アカ の テリ トリ ー 行 動 が 見 られ る . 


また , 朝日 ほか (1995) に よる サハ リン 中 北部 の ウス コ ヴ ァ Uskovo (北緯 3S* 付近 ) に お ける 本 種 
の 採集 記録 を 見 る と , その 生息 環境 は 枕 ね グイ マツ , エゾ マツ , トド マツ な ど を 主体 と し た タイ ガ 林 
T, 林 床 は 概ね 湿潤 な 草地 帯 に な っ て お り , 付近 に は イソ ツツジ 主体 の 泥炭 地 湿原 も ある と ころ で 成 











Figs 2-16. Callophrys spp. 2-8. C. ferrea (Butler, 1866). 2. 7, Japan, Honshu, Yamagata 
Pref. (Leg. Morichi). 3. $9, Japan, Honshu, Yamagata Pref. (Leg. Morichi). 4. q^, 
Japan, Hokkaido, Kitami (Coll. Maeda). 5. の , Korea, Kyunggi Prov. (H) (Coll. 
Inchon Univ.) 6. $, Korea, Kyunggi Prov. ( 京 鐵道 ) (Coll. Inchon Univ). 7. J, 
Korea, Kyunggi Prov. (zif£&3), Mt Cheonma ( 天 摩 山 ) (Coll. Inchon Univ.). 8a. 
c, Korea, Kyungsangnam-do Prov. (Ma), Namhae-do (南海 島 ) (Coll. Wa- 
kabayashi) 8b. $, Korea, Kyungsangnam-do Prov. (5 M fai), Pusan (釜山 ) 
(Coll. Wakabayashi). 9-16. C. frivaldszkyi (Lederer, 1855). 9. Paralectotype 7 of 
Thecla frivaldszkyi, Russia, Altai (Coll. Humboldt-Universitát). 10. Lectotype ? of 
Thecla frivaldszkyi, Russia, Altai (Coll. Humboldt-Universitit). 11. 9, Korea, Kyung- 
gi Prov. (京畿 道 ) Mt Cheonma (KL) (Leg. Ahn). 12. $, Russia, Komsomol’ 
sk-na-Amure (アム ー ル 有川 中 流域 ) Gornyi (ゴル ヌィ ィ ) (Bred by Nemoto). 13. J, 
Palevo, C. Sakhalin (Leg. Kohara). 14. 9, Sakhalin (Leg. Onda). 15. Final instar 
larva on Spiraea sp., Russia, Komsomol'sk-na-Amure, Gornyi (photo by Y. Watanabe). 
16. Pupa, Russia, Komsomol'sk-na-Amure, Gornyi (photo by Y. Watanabe). 
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Figs 17-25. Genitalia of Callophrys ferrea (Butler, 1866) from Japan. 17. J, phallus, 
Honshu, Yamagata Pref. (Genitalia No. SMO61). 18. 7, phallus, Honshu, Kinki 
District (Genitalia No. SM004). 19. ?, lamella, Honshu Kinki District (Genitalia No. 
SM031). 20,21. €, lamella, Honshu, Yamagata Pref. (Genitalia Nos SMO59 (20), 
SM058 (21)). 22. g^, phallus, Hokkaido (Genitalia No. SMO28). 23,24. 7, general 
aspect (23) and valva (24), Hokkaido (Genitalia No. SMO28). 25. 92, lamella, Hok- 
kaido (Genitalia No. SM044). 


虫 が 得 ら れ て いる が , 1996 年 の 朝日 氏 他 の 調査 で は , 採集 地 付近 で マル バシ モツ ケ も 確認 きれ て いる . 
泥炭 地 湿 原 以外 で は , 牧場 わき の グイ マツ と シラ カン バ の 跳 林 や 河川 沿い の 林 織 な ど で 成 虫 が 多く 見 
られ , サハ リン 中 北部 ベラ リ ェ ー チ ェ Beloretch*ye (北緯 30'38* 付近 ) の 河川 沿い の 道脇 , 林 縁 で は , 
エゾ シモ ツケ に 似 た 育 の 高い シモ ツケ (6 月 初旬 開花 ・ 白 花 ) が 多く , これ に 本 種 が よく 吸 密 に 訪れ る 
の が 観察 きれ て お り , これ が 食 草 に な っ て いる 可能 性 も ある と いう (朝日 純一 氏 か ら の 私 信 ). 


成虫 の 吸 蜜 植物 と し て は , シベ リア で は イブ キト ラノ オ , ハイ キン ポ ウ ゲ , イチ リン ソウ の 1 種 , キ 
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Figs 26-34, Genitalia of Callophrys ferrea (Butler, 1866) from Korea. 26. 7, phallus, 
Kyunggi Prov. (京畿 道 )) Mt Cheonma (Kli) (Genitalia No. SMO54). 27,28. 4, 
general aspect (27) and valva (28), Kyunggi Prov. (%35), Mt Cheonma (KÆ) 
(Genitalia No. SM054). 29. 2, lamella, Kyunggi Prov. (京畿 道 )) Dongan (Genitalia 
No. SM055). 30,31. #, phallus, Namhae-do (南海 島 ) (Genitalia No. SMO29). 32. 
c^, valva, Namhae-do (南海 島 ) (Genitalia No. SMO29). 33. 2, lamella, Pusan (釜山 ) 
(Genitalila No. SM030). 34. $, lamella, Jeonna-nam Prov. (%6), Mt Peakun 
(白雲 山 ) (Genitalia No. SM057). 


ケ マ ン の 1 種 , ホソ バ ノ アマ ナ が 知ら れ (Korshunoy & Gorbunov, 1995), 韓国 で は モモ (Prunus per- 
sica) で の 吸 密 が 確認 され た (Joo et al., 1997). 


総括 的 に 見 て , frivaldszkyi の 主 な 生息 地 は , シモ ツケ 類 が 多く み ら れ る や や 湿っ た 環境 で , C ferrea 
や C rubi より も ずっ と 食性 の 幅 も 限ら れ て いる よう で ある . 
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Figs 35-42. Genitalia of Callophrys frivaldszkyi (Lederer, 1855). 35. 2, lamella, Kyunggi 
Prov. (%35), Mt Cheonma ( 天 摩 山 ) (Genitalia No. SMO56). 36. $, lamella, 
Komsomol’sk-na-Amure, Gornyi (Genitalia No. SM002). 37. 7, valva in dorsal view, 
Sakhalin (Genitalia No. SM047). . 38, 39. 7, phallus, Sakhalin (Genitalia Nos SMO19 
(38), SMO47 (39)). 40,41. 7, general aspect (40) and valva (41), Sakhalin (Genitalia 
Nos SM019 (40), SMO47 (41))。 42. , lamella, Sakhalin (Genitalia No. SM045). 
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ferrea (コツ バ メ ) 


frivaldszkyi (ニセ コツ バ メ ) 
































c^ FE 紋 MERIC HERG HUSA ZS D EREL 
ABMOWAICBROIY AA DSH 裏面 の 地 色 が 濃淡 の 少な い 一 様 な 灰 赤 
く 。 後 次 上 端 の 白斑 が 目立つ 色 l 
Xd 形 — GBNBODRLÉSROSOEIXYI 後 閉 の 肛 角 片 が 顕著 に 腹 方 へ 発達 
A XA ER E VR TECTA BINED SUAE C IK HDS AZO 
交尾 器 Aedeagus 内 部 の 骨 片 先端 部 の と が り 方 Aedeagus 内 部 の 骨 片 先端 部 の と が り 方 
が 弱い が 強い 
$9 E a 裏面 の 地 色 に 濃淡 の コン トラ スト が 強 裏面 の 地 色 が 濃淡 の 少な い 一 様 な 灰 赤 
く , 後 次 上 端 の 白斑 が 目立つ 褐色 . C ferea の より 一 般 に 表面 の 
青色 部 の 広がり が 大 きい 
Wwe ?@ の 特徴 と ほぼ 同じ だ が 贅 形 が 横長 の の の 特徴 と ほぼ 同じ だ が , Eu LA 
傾向 が 強い 
Em Lamella が 常に 明 須 な 2-3 段 の ヒダ 状 Lamella が ヒダ 状 に な ら ず に な め ら か 
を 成す D, 細か い シ ソ 状 に な る 
分 f 北海 道 ・ 本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 ・ 韓 半島 , 中 アル タイ , サヤ ン , バイ カル , アム ー 
国東 北部 .、 ウス リー ル , サハリン , カム チャ ッ カ , BEB, 
中 国東 北部 
R 草 バラ 科 , ツツジ 科 , スイ カズ ラ 科 , ユ バラ 科 シ モツ ケ 属 の マル バシ モツ テク ヶ , 


ホ ザ キシ モツ ケ , ヤマ ブ キ シ ョ ウマ の 
1 種 (アム ー ル 地方 ) 


キノ シタ 科 な ど 











Callophrys ferrea (Butler, 1866) コツ バ メ 


Lycaena ferrea Butler, 1866, J. linn. Soc. Lond. (Zool.) 9: 57. Type locality: Hakodadi (= Hakodate), 
Hokkaido, Japan. 

Satsuma ferrea : Murray, 1874, Entomologist's mon. Mag. 11: 68; Leech, 1893, Butterflies China, Japan, 
Corea 2: 353; Doi, 1931, J. Chosen nat. Hist. 12: 46; Uchida, 1932, Icon. Insect. Japan: 989 ; 
Nakayama, 1932, Suigen Kinen Rombun: 381; Seok and Takakura, 1932, Zephyrus 4: 316; Seok, 
1933, J. Chosen nat. Hist. 15: 70; Seok, 1934, Bull Kagoshima Coll. 25 Anniv. 1: 763; Mori, Doi 
and Cho, 1934, Color. Butterflies Korea: 44, pl. 27, fig. 4; Seok and Nishimoto, 1935, Zephyrus 6: 
97 ; Seok, 1935, Zephyrus 6: 99; Seok, 1936, Zool Mag. 48: 64; Haku, 1936, J. Chosen nat. Hist. 
21: 117; Esaki, 1939, Ins. Jap. Illust. Icon. : 219, pl. 103, fig 308 (1). 

Satsuma frivaldszkyi ferrea: Seitz, 1909, in Seitz, Macrolepid. World 1: 264, pl. 72, row f; Okamoto, 
1923, Cat. Spec. Exh. Chos : 68; Kurentzov, 1970, Butterflies Far East USSR: 106. 

Ahlbergia ferrea: Bryk, 1946, Ark. Zool. (A) 38: 50; Shirózu, 1966, in Shirózu & Kuroko, Common 
Butterflies Moths Japan Color : 46, pl. 18, figs 7a-7c ; Shirózu & Hara, 1962, Early Stages Jap. 
Butterflies Colour 2: 41, pl. 96; Fujioka, 1975, Butterflies Japan: pl. 68, figs 1-9, 14-18; Johnson, 
1992, Neue ent. Nachr. 29 : 20, figs 8,9, 61. 

Ginzia ferrea: Okano, 1947, Igaku Seibutsugaku 11 (4): 239; D'Abrera, 1993, Butterflies Holarct. 
Region 3: 437, figs. 

Incisalia frivaldszkyi ferrea: Gillham, 1956, Psyche 62: 149. 

Callophrys ferrea : Kawazoé & Wakabayashi, 1976, Coloured Illust. Butterflies Japan : 109, pl. 29, figs 4a- 
4c ; Inomata, 1990, Keys Jap. Butterflies nat. Color: 88, figs 619-626. 

Callophrys frivaldszkyi : Lee, 1982, Butterflies Korea: pl. 20, figs 64A, 64B, 64C ; Shin, 1989, Coloured 
Butterflies Korea : pl. 56, fig. 57a (part. nec Lederer, 1866). 

Ahlbergia korea Johnson, 1992, Neue ent. Nachr. 29: 22, figs 10, 11, 62; Korshunov & Gorbunov, 1995, 
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Diurnal Butterflies Asian Part Russia: 161. Syn. n. 
Ginzia kimi Johnson (MS name): D'Abrera, 1993, Butterflies Holarct. Region 3: 437, figs. 
? Thecla frivaldszkyi : Leech, 1894, Proc. zool. Soc. Lond. 1887: 414. 


PRN. SABER ICES SO, 裏面 の 地 色 に 濃淡 の コン トラ スト が 強く , 後 閉 上 端 の 白 紋 
が 目立つ . 後 凌 の 肛 角 片 の 発達 が 少な く , 後 閉 外 縁 は ほぼ 直線 状 . 交尾 器 は aedeagus 内 部 の 骨 片 先端 
BORDA. そ は に 似 て , 裏面 の 地 色 に 濃 肖 の コン トラ スト が 強く , (XE DO RB 
つ . 後 凌 の 肛 角 片 の 発達 が 少な く , ALY dM ISR OTA. Lamella postvaginalis が frivaldszkyi 
の よう に ヒダ 状 に な ら ず な め ら か か , 細か い シ ワ 状 に な る . 


韓国 に 産 す る コツ バ メ は , 一 般 に 前 後 次 の 先端 が 失 り , $ BASED lamella 233882» o BK lz 77 2 AA 
が 多い (Fig. 34) が , 同様 の 傾向 が 本 州 の 東北 地方 産 (Fig. 19) や , 北海 道産 に も 見 られ る こと と か ら , 
これ は 寒冷 地方 に 産 する ferrea に 比較 的 出 や すい 型 (form と 考え られ る . 


被 検 標本 . Syntype 〆, 北海 道 函 館 産 (BMNH) : ER, 572 〒 (Figs 5-7) : REKREI, 
3756 14$ (Fig. 8b); SHERE, 1719; BMS, 47 (Fig.8a). 日 本 一 北海 道 , 3 の 2 了 そ 」 山形, 3 
72, 長野, 010142; NER 10; SUR, 253 $£; XB, 2; 奈良 , 1 そ : 三重 , 1@; 兵庫 , 
1261939. 


分 布 . 日 本 列島 各地 に 極め て 普通 に 産 し , 本 種 の 学名 は , Butler (1866) 231538 ERRBHEE @ b E lc aK 
し た ferrea が 種 小 名 と し て 用 いら れる と と が 多く , その 国外 分 布地 は , 古く か ら 韓 半島 が 知ら れ て い 
た (白水 , 1966). 日 本 列島 で は 北海 道 ・ 本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 に 分 布 し , 特に 内 陸 部 の 山地 帯 に お いて 分 布 
DE CHS. 韓 半島 北部 (北朝 鮮 ) や 中 国東 北部 , ウス リー 南部 な ど に も 分 布 し て いる . 


食 草 . バラ 科 , ツツジ 科 , スイ カズ ラ 科 , ユキ ノシ タ 科 な ど . 


韓国 京 鐵道 の 天 摩 山 で は , 斑紋 や や 次 形 が 日 本 産 と ほとん ど 区 別 の つか な い ferrea の (Figs 7a, b) と , 
アル タイ 産 と 同じ 斑紋 の frivaldszkyi D $9. (Figs lla, b) が 記録 きれ て い ぃ いる. この 事実 は , ferrea が 
frivaldszkyi の 亜 種 で は な く , それ ぞ れ が 独立 し た 種 で ある こと を 強く 示唆 し て いる . 同 地 で 両 種 の 発 
生 時 期 や 生息 環境 や 食 草 に ちがい が ある か どう か は 不明 で , 今後 の 研究 課題 で も わる が , Figs 11a, b の 
frivaldszkyi 千 を 採集 され た Ahn 氏 の 話 で は , 日 中 に , 渓谷 沿い の 登山 路 の 海抜 約 250 m 付近 で , A 
の 上 に 静止 し て いる も の を 採集 し て お り , その まわ り に は シモ ツケ ソウ 類 な ど バ ラ 科 植物 や 広葉 樹 が 
生え て いる と の こと で あっ た . また , Joo et al (1997) に よる と , 「 韓 国 で の frivaldszkyi の 分 布 は , 
ferrea より 狭く , 北 に か た より , 2 種 が 同じ 場所 で 発見 され る こと が 多い . 成虫 は 陽 当 た り の 良い 広 
葉 樹林 の 周辺 の 草地 に 多く , は 枯れ 草 の 上 で な わ ば り 行 動 を する ] と の こと で ある . 





今後 の 課題 と 疑問 点 の まとめ 


中 国 大 陸 で の コツ バ メ 類 の 分 類 は , まだ 不明 な 部 分 が 極め て 多い . 黄河 以 南 の 新 江 省 や 際 西 省 . 雲南 
省 で 渡辺 康之 氏 が 撮影 され た コツ バ メ 類 の 写真 を 拝見 し た が , ferrea や frivaldszkyi と 思わ れる 個体 は 
1 頭 も 見 い 出せ な か っ た. 白水 隆 先 生か ら は , 「 中 国 西 部 - ネ パー ル 方 面 に か な り の コツ バ メ 類 が いる 
が , これ は 放っ て お いて も , 日 本 の コツ バ メ の 問題 に か か わり な いと 思う 」 と の 御 教 示 を いた だ いて 
いる . Frivaldszkyi iX は いわ ゆる アム ー ル ・ ウ スリ ー 系 の 北方 種 で , 日 本 まで その 分 布 は 伸び て いな い . 
一 方 , 7errea は 主 に 日 本 列島 と 韓 半 島 に 分 布 し , 中 国 大 陸 北 部 に まで その 分 布 を 広げ て いる 


サハ リン に は 2 種 の 混 棲 地 が 存在 する の で あろ うか . 筆者 ら は , 現 段 階 で は それ ぞ れ が 明瞭 な 独立 種 
で ある と ほぼ 確信 し て いる が , SiR, サハ リン , 韓 半島 な ど 国 外 各 地 で の 2 種 の 分 布 ラ イン の 級 密 な 
調査 が 望ま れる . 本 稿 で 掲げ た frivaldszkyi その も の の タイ プ 標 本 や , 生態 と 食 革 に 関す る 報告 の 紹介 
23, 今後 の 調査 の 一 助 と な る な ら ば , 幸い で ある 
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い 御 協力 を 賜り , 貴重 な 韓国 産 の 多数 の コツ バ メ の 標本 を 御 提供 いた だ いた 若林 守男 氏 , 山形 県 産 な 
どの コツ バ メ の 標本 を 御 贈与 いた だ いた 森 地 重 博 氏 .。 サハ リン 産 の ニセ コツ バ メ の 標本 を 御 贈与 いた 
だ き , 数 多く の 御 教示 を 賜 わ っ た 朝日 純一 氏 , 北海 道 の コ ツバ メ の 標本 を お 借り し た 前 田 善 広 氏 , な 
ら びに 中 国産 ・ 極 東 ロ シア 産 な どの 生息 環境 に つい て 数 多く の 御 教 示 を 賜っ た 渡 辺 康之 氏 の 御 厚意 に 
つい て , こと に あつ くく お礼 申し 上 げ る . 
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Summary 


Callophrys frivaldszkyi (Lederer, 1855) and C. ferrea (Butler, 1866) from the Far East are tax- 
onomically revised. These two taxa are concluded to be distinct species, though their taxonomic 
treatments have been confused. They are distinguishable by the following characters. In C. 
frivaldszkyi, (1) male sex-brand is absent in the forewing upperside, (2) white spots near the discal 
cell on the hindwing underside are usually absent, (3) ground color of both wings underside is light 
gray, weakly contrasted with the striae, (4) blue area on both wings upperside is broad, (5) outer 
margin of the hindwing is sinuate, (6) anal lobe of the hindwing is weakly developed, (7) terminal 
edge of the male cornutus is strongly serrate, and (8) female lamella postvaginalis has a few 
prominent folds. In contrast, in C. ferrea, (1) male forewing upperside has a sex-brand distally in 
the discal cell, (2) white spots near the discal cell on the hindwing underside are present, (3) ground 
color of both wings underside is dark brown, clearly contrasted with the striae, (4) blue area on both 
wings upperside is narrow, (5) outer margin of the hindwing is nearly straight, (6) anal lobe of the 
hindwing is well developed, (7) terminal edge of the male cornutus is weakly serrate, and (8) female 
lamella postvaginalis is smooth or weakly rugose. 


Food plants of C. frivaldszkyi seem to be rather restricted to some species of Spiraea and Aruncus 
(Rosaceae), while those of C. ferrea are known to range widely in the families Rosaceae, Ericaceae, 
Caprifoliaceae and Saxifragaceae. C. frivaldszkyi occurs from Altai, Sayan, Baikal, Amur, Ussuri, 
Korea, Sakhalin, Kamchatka and northeast China. C. ferrea occurs from Japan, Korea, Ussuri, 
northeast China. Sympatric occurrence of the two species recorded in Mt Cheonma (Kyunggi 
Prov., central region of Korea) examplifies the distinctness of these two species. 


Ahlbergia korea Johnson, 1992 is synonymized with ferrea, being regarded as an individual variation 
of the latter, judging from the external and genital characters (syn. n.), and Ahlbergia frivaldszkyi 
aquilonaria Johnson, 1992 is thought as a junior synonym (syn. n.) of the nominotypical subspecies 
of frivaldszkyi. 
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